山梨県コンクール　一部　佳作賞
おにぎりはかぞくのきずな
甲州市立東雲小学校二年　
　古屋　青空　
ぼくのいえではぶどうをつくっている。まいとし五月からいそがしくなって、パパもママもあさ早くからがんばっている。ぼくもなにかできることはないかと思い、たまにおふろを洗っている。そして、そんないそがしいときのおひるごはんは、いつもおにぎりだ。うちのおにぎりはパパもおねえちゃんもおにいちゃんもにぎってくれる。ママのおにぎりはいちばんおいしい。パパのおにぎりはすごく大きい。おねえちゃんのおにぎりは小さすぎる。おにいちゃんのおにぎりはへんなかたちをしている。どれもすごくおいしい。でもママはいつもおにぎりでごめんねと言う。あやまらなくてもぼくはみんながいっしょうけんめいにぎってくれるおにぎりがだいすきだ。
　前にママが、おにぎりをにぎるときはたべるあいてのことをかんがえてにぎるんだよと、言っていた。みんなはどんなことを思ってにぎってくれたのかな。こんどはぼくがみんなのためにおにぎりをにぎってあげるばんだ。パパとおにいちゃんは、体が大きいから大きいおにぎり。ママとおねえちゃんはうめがすきだからなかにいれてあげるんだ。まだちゃんと、できるかわからないけどがんばってつくってあげたい。みんなよろこんでくれるかな。みんながおいしいと言って、わらってたべてくれるすがたを早くみたいです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

